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USB D / A コンパーター機能用ドライバーソフトウェア 

N■50 


取扱説明書 
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±曜 
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^フ U-〕ー ルは、携帯電記 PHS からはご利 
用になれません。一般電話は、携帯電話 • 
PHS からご利用可能ですび、通話料びかか 
ります。 


お取り扱いについてお困りのとさ 

http://pioneer.jp/support/ 

カスタマーヴポートセンター 

県！ 0120 -944-222 

-般電話 044-572-8102 


受付時間 



■ この取扱説明書について 


「 N - 日日」には、パソコンに保存された音楽やインターネットによるスト U —ミングサービス 
といった音声を高音質に再生するための USB D / A コンバーター機能を搭載しています。 

「 N - 己0」とパソコンを USB ケーブルで直接接続することで再生できるのですび、この機能 
を使用するためには、専用のドライバーソフトウエアをパソコンにインス I -ールする必要び 
あります。 

この取扱説明書では、ドライバーソフトウエアのインス I -ール方法から困ったとさの対処ま 
で 、 USB D / A コンバーター機能を使うときの情報び記載されています。 


■パソコンの環境について 


本ドライバーソフトウェアをお使いになるには、ご使用のパソコンに USB Rev 2 .日 HS 対応 
の USB ポートび搭載されている必要びあります。 

また 、 USB D / A コンバーター機能は下記の日 S にて動作確認をしています。 

• Microsoft ® Windows ® XP (32 bit ) 

• Microsoft ® Windows ® Vista (32 bit /64 bit ) 

• Microsoft ® Windows ® 7 (32 bit /64 bit ) 

- Mac OSX 10.6 10.7 

回メモ 

-パソコン側の再生ソフトウェアは、 Windows 日 S 環境では Windows Media Player 11/12 
にて動作確認をしています。 MAC 日 5 環境では iTunes T 日 .4 にて動作確認をしています。 

- Digital In US 日入力でパソコンの音楽をお楽しみ頂く場合、パソコンのアプ U ケーシヨンは 
再生ソフトウェアのみ起動して使用することをお勧めします。 

-パソコンから出力可能なヴンプ IJ ングレート/量子化ビット数は、お使いのパソコンの日 S や 
再生ソフトウエアのバージョンによって異なります。 


Microsoft ®、 Windows ® Vista 、 Windows ® XP は米国 Microsoft Corporation (D 
米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
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■ ドライパーソフトウエアのインス I ル 

ダウン□-ドした圧縮ファイルの中にあるインス!ラー ( Setup . exe ) を使って、お客様 
のパソコンへドライバーソフトウエアをインス I -ールします。圧縮ファイルはお客様びダウ 
ン□ードした際に指定したフォルダに保存されています。 

0 メモ 

- Mac 日 S X の場合はドライバーソフトのインス I -ールは不要です。 

①本機をパソコンと USB ケーブルで接続し、本機の電源を入れる。 



( D 圧縮ファイルを解凍し、解凍したフオルダのルートにある" Setup . exe " を実行 
する。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 
















































④【インストール】をクリックする。 



下記の画面表示になります。手順⑥の画面になるまでしばらくお待ちください。 



⑥【完了】をクリックする。 



ドライバーソフトウエアのインス I -ールを終了します。 


⑥ パソコンを再起動する。 


手順おわり ■ 


里..ドミイパ—ソ？トク？;ァのスンインスト—ル 

①パソコン画面の左下の【スタート】をクリックし、駿定】=>【コント□—ルパネル】 
を開<。 

( D コント□ールパネルの中か!5【プ□グラムの追加と削除】を選択する。 

④ [Pioneer USB Audio Device ] を選択し、【削除】をクリックする。 

アンインス I -ールのダイア□グび表示されます。 

® 【次へ】をクリックして、アンインストールを実行する。 

ドライバーソフトウェアのアンインス!-ール（削除）を終了します。 

感 パソコンを再起動する。 

手順おわり ■ 
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II 均つたとき （Windows XP の場合） 

Windows Vista をお使いのちは 6ペー 、/ を、 Windows 7をお使いの方は 1日 ペー ジを、 
Mac 日 SX をお使いの方は 14 ページを ご覧ください。 


pl •音声が出ないとを 


N - 日日の電源びスタンバイであったり、入力び Di 呂 ital In USB ではない場合にはパソコン側 
の再生ソフトを起動しないでください。入力を Digital In USB に切り替えた後にパソコンの 
再生ソフトを起動してください。 

①【スタート】=>(【設定】与0【コント□—ルパネル】与^【システム】をクリックずる。 

( D 【ハードウェア】のタブをクリックし、【デバイスマネージャ】をクリックずる。 

④ [ USB(Universal Serial Bus ) コント□-ラ】をクリックし、 【 USB 複合デバ 
イス】び登録されていることを確認する。 



手順続く 心 
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④【サウンド、ビデオ、およびゲームコント□-ラ】をクリックし 、 [Pioneer 
USB Audio Device ] が登録されていることを確認する。 



上記表示びない場合は、 N -50の入力び Digital In USB であることを確認してから、ケー 
ブルを挿入し直すか、電源を一度スタンバイにしてからオンにし直すと再認識されます。 

( D 【スタート】=> (【設定】与）にント□—ルパネル】=> (【ヴウンド、音声および才一 
ディ オデバイス】） 与 【サウンドとオーディオデバイス】をクリックずる。 

® サウンドとオーディオのプ□パティを開く。 

手順続く！^ 






























































⑦ 【才ーディオ】のタブの「音の再生」の既定のデバイスに 「Pioneer USB 
Audio Device 」 と表示されていることを確認する。 

与他のデバイスび選択されている場合は 、 [Pioneer USB Audio Device 」 を選択して 
から【適用】をク U ックし、設定を変更する。 



( D 設定を有効にずるために、パソコンを再起動ずる。 

® ご使用の再生プレーヤーのボリュームが最大になっていることを確認ずる。 

ご使用の再生プレーヤーに出カプラグイン設定びある場合は 、 [Pioneer USB Audio 
Device 」 び選択されていることを確認する。 


手順おわり ■ 


\ 2 . 0S エラー音をスピーカーか S 出したくないとさ 

初期の日 S の設定では、本機を通し、スピーカーから日 S 起動音、エラー音などび出力されます。 
音楽信号外を再生させたくない場合は、下記設定を行うとこれらの音声を出力されないよ 
5にでさます。 

① 【スタート】与【コント□ールパネル】与【サウンドとオーデイオデバイス】の 
プ□パティを開く。 

( D 【サウンド】タブのサウンド設定で「サウンドなし」を選択し、【適用】をクリツ 
クずる。 



手順おわり ■ 
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■ 困つたとま （Windows Vista の場合) 


Windows XP をお使いのちは 4 ページ を、 Windows 7をお使いの方は 1日ぺー ジ を、 
Mac 日 SX をお使いの方は 14 ページを ご覧ください。 


pl •音声が出ないとを 


N - 日日の電源びスタンバイであったり、入力び Digital In USB ではない場合にはパソコン側 
の再生ソフトを起動しないでください。入力を Digi ね I In USB に切り替えた後にパソコンの 
再生ソフトを起動してください。 

①【スタート】=>【コント□—ルパネル】=>【システムとメンテナンス】=>【システム】 
をクリックする。 

( D タスクか!5【デバイスのマネージャ】をクリックずる。 



④【サウンド、ビデオ、およびゲームコント□—ラ】をクリックし 、 [Pioneer 
USB Audio Device ] が登録されていることを確認する。 
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【ユニバーヴルシリアルバスコント□-ラ】をクリックし、 【 USB 複合デバイス】 
が登録されていることを確認ずる。 



上記表示びない場合は、 N -50の入力び Digital In USB であることを確認してから、ケー 
ブルを挿入し直すか、電源を一度スタンバイにしてからオンにし直します。 

【スタート】与【コント□—ルパネル】=>【ハードウ:！:アとヴウン[<】与【ヴウン 
をクリックずる。 


















































® 【再生】のタブの「スピーカー」に 「Pioneer USB Audio Device 」 が既定の 
デバイスとしてチェックマークび表示されていることを確認ずる。 

づ他のデバイスび選択されている場合は 、 [Pioneer USB Audio Device 」 をク U ック 
して選択し、「規定値に設定 （ S )」 ボタンを押す。 



⑦ 「スピーカー 」 （「Pioneer USB Audio Device 」） をダブルクリックしてプ□パ 
テイを開<。 


( D 【レベル】のタブの中か5、スピーカースライダーを最大にする。 

スピーカーボタン（バランスボタンの左）にミュートマークびついていたら、ク U ックし、 
ミュートをはずす。 



( D ご使用の再生プレーヤーのボリュームが最大になっていることを確認する。 

ご使用の再生プレーヤーに出カプラグイン設定びある場合は 、 [Pioneer USB Audio 
Device 」 び選択されていることを確認する。 


手順おわり ■ 
































































fa - os エラー音をスピーカーか s 出したくないとさ 

初期の日 S の設定では、本機を通し、スピーカーから日 S 起動音、エラー音などび出力されます。 
音楽信号外を再生させたくない場合は、下記設定を行うとこれらの音声を出力されないよ 
5にでさます。 

①【スタート】=> にント□—ルパネル】=>【ハードウエアとヴウン HI =>【ヴウン[^】 
を開<。 


(D 【サウンド】タブのサウンド設定で「サウンドなし」を選択し、【適用】をクリツ 
クずる。 



手順おわり ■ 
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「3•パソコンか S 出力される音声データのサンプリング周液数の設定 


再生するファイルのヴンプ U ング周波数と、転送するヴンプ U ング周波数をあわせることに 
より、周波数変換を行わずに転送することびでさます。 

高いヴンプ U ング周波数び設定されているとパソコンのスペックび低い場合、音声再生に乱 
れび生じることびあります。 

その場合は、ビット数/周波数を「2チヤンネル、24ビット、 44] 日日 Hz 」 などの低いレー 
卜に設定してください。 

①【スタート】=>【コント□—ルパネル】=>【ハードウエアとヴウン HI 与【ヴウン[^】 
をクリックする。 

(D 【再生】タブの r スピーカー」で 「Pioneer USB Audio Device」 をダブルクリッ 
クし、スピーカーのプ□パティを表示する。 



手順続く 心 














































































④【詳細】タブの既定のお式か!5、出力したいサンプリング周波数を選択し、適用 
をクリックする。 



手順おわり ■ 
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■ 困ったとき （Windows 7の場合) 


Windows XP をお使いのちは 4 ページを、 Windows Vista をお使いのちは 6 ページを、 
Mac 日 SX をお使いの方は 14 ページを ご覧ください。 


pl •音声が出ないとを 


N - 日日の電源びスタンバイであったり、入力び Di 呂 ital In USB ではない場合にはパソコン側 
の再生ソフトを起動しないでください。入力を Digital In USB に切り替えた後にパソコンの 
再生ソフトを起動してください。 

① 【スタート】与【コント□—ルパネル】与【システムとセキユリテイ】をクリッ 
クする。 

( D 【システム】の中の【デバイスマネージャ】をクリックする。 

④ 【サウンド、ビデオ、およびゲームコント□-ラ】をクリックし 、 [Pioneer 
USB Audio Device ] が登録されていることを確認する。 



10 


手順続く 心 


【ユニバーヴルシリアルバスコント□—ラ】をクリックし 、 [USB Composite 
Device ] が登録されていることを確認ずる。 



上記表示びない場合は、 N -50の入力び Digital In USB であることを確認してから、ケー 
ブルを挿入し直すか、電源を一度スタンバイにしてからオンにし直します。 

【スタート】=>【コント□—ルパネル】=> 【 A — ドウ:！:アとヴウン[^】与【ヴウン[^】 
をクリックずる。 




















































® 【再生】のタブの「スピーカー」に 「Pioneer USB Audio Device 」 が既定の 
デバイスとしてチェックマークび表示されていることを確認ずる。 

づ他のデバイスび選択されている場合は 、 [Pioneer USB Audio Device 」 をク U ック 
して選択し、「規定値に設定 （ S )」 ボタンを押す。 



⑦ 「スピーカー 」 （「Pioneer USB Audio Device 」） をダブルクリックしてプ□パ 
テイを開<。 


( D 【レベル】タブを選択し、スピーカースライダーを最大にする。 

スピーカーボタン（バランスボタンの左）にミュートマークびついていたら、ク U ックし、 
ミュートをはずす。 



④ ご使用の再生プレーヤーのボリュームが最大になっていることを確認する。 

ご使用の再生プレーヤーに出カプラグイン設定びある場合は 、 [Pioneer USB Audio 
Device 」 び選択されていることを確認する。 


手順おわり ■ 
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fa - os エラー音をスピーカーか s 出したくないとさ 

初期の日 S の設定では、本機を通し、スピーカーから日 S 起動音、エラー音などび出力されます。 
音楽信号外を再生させたくない場合は、下記設定を行うとこれらの音声を出力されないよ 
5にでさます。 

①【スタート】=> にント□—ルパネル】=>【ハードウエアとヴウン HI =>【ヴウン[^】 
を開<。 


( D 【サウンド】タブのサウンド設定で「サウンドなし」を選択し、【適用】をクリツ 
クずる。 



手順おわり ■ 
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「3•パソコンか S 出力される音声データのサンプリング周液数の設定 


再生するファイルのヴンプ U ング周波数と、転送するヴンプ U ング周波数をあわせることに 
より、周波数変換を行わずに転送することびでさます。 

高いヴンプ U ング周波数び設定されているとパソコンのスペックび低い場合、音声再生に乱 
れび生じることびあります。 

その場合は、ビット数/周波数を「2チヤンネル、24ビット、 44] 日日 Hz 」 などの低いレー 
卜に設定してください。 

①【スタート】=>【コント□—ルパネル】=>【ハードウエアとヴウン HI 与【ヴウン[^】 
をクリックずる。 

( D 【再生】タブの r スピーカー」で 「Pioneer USB Audio Device 」 をダブルクリッ 
クし、スピーカーのプ□パティを表示する。 













































































④【詳細】タブの既定のお式か!5、出力したいサンプリング周波数を選択し、適用 
をクリックずる。 



手順おわり ■ 
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it 均つたとま （Mac OSX の場合） 

Windows XP をお使いのちは 4 ページ を 、 Windows Vista をお使いのちは 6 ページを、 
Windows 7をお使いの方は ] 日 ページを ご覧ください。 


pl •音声が出ないとを 


N - 日日の電源びスタンバイであったり、入力び Di 呂 ital In USB ではない場合にはパソコン側 
の再生ソフトを起動しないでください。入力を Digital In USB に切り替えた後にパソコンの 
再生ソフトを起動してください。 

① 【システム環境設定】^【サウンド】をクリックずる。 

(D 「出力」タブを選択し、「サウンドを出力ずる装置を選択」で 「Pioneer USB 
Audio Device」 を選択する。 

6 〇 〇 サウジド 

1イ I ► J 〔すぺてを表示〕 T 


- -1 サウジドエフェクト mvjm 入力 } 

サウジド左出力する装置を a 択： 

名前 mm 


巧篇スピーカー 巧* 



*択したち■の巧を： 


a 巧した装■には、出カコントロールがち0ません 


⑦ 

才ーディオポートの使用目的： I サウジド出力 ¢1 

主ま量： H 0 4 )) □ぉ音 

因メニユーパーに音■を表示 

上記表示びない場合は、 N -50の入力び Digital In USB であることを確認してから、ケー 
ブルを挿入し直すか、電源を一度スタンバイにしてからオンにし直します。 

手順おわり ■ 
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\ 2 . 0S エラー音をスピーカーか S 出したくないとさ 


初期の日 S の設定では、本機を通し、スピーカーから日 S 起動音、エラー音などび出力されます。 
音楽信号外を再生させたくない場合は、下記設定を行うとこれらの音声を出力されないよ 
5にでさます。 


① 【システム環境設定】をクリックし、【サウンド】を開く。 

(D 【サウンドエフェクト】を選択し、「サウンドエフェクトの再生装置」で「内蔵ス 
ピーカー」にチェックずる。 

© 〇 〇 サウンド 

I ► 11すべてを表示 J 


区 


Basso 

Bottle 

Frog 


クンドエフェクトのちをを ■ m 
警告音の音量 U 


巧巧したサウンド出力ち ■ 


Pioneer USB Audio Device 


间ユーヴイジターフェイスのサウジドエフェクトを再を 
留 音■ををちするときにフイードバックを再生 


才ーデイオボートの使用目め：〔サウジド出力 
ちを量：イ-= 


-g 4)) □おさ 


面メニューパーに音■をま示 


③ 


④「出力」タブを選択し、「サウンドを出力する装置を選択」で 「Pioneer USB 
Audio Device」 にチェックする。 



手順おわり ■ 






































































厂3•パソコンか S 出力される音声データのサンプリング周波数の設定 


再生するファイルのヴンプ U ング周波数と、転送するヴンプ U ング周波数をあわせることに 
より、周波数変換を行わずに転送することびでさます。 


① [ Finder ] ^【アプリケーシヨン】=>【ユーテイリテイー】の中か5 【Audio 
MIDI 設定】をクリックずる。 


6 0 0 


よ<使3項目 
昌マイファイル 
巧 AirDrop 
Q デスクトップ 


巧•巧 


デバイス 

g iDisk 


曲アプリケーシヨン 

I SS g 田 ] i 幽 llljjp 


占5►い iJ •.ミ^ 


«|1 


9 巧* 

圍計!!巧 



み プレビュー 
けテキストエディット 
み チエス 
♦ スティッキーズ 
システム巧境致:定 
巧イメージキャブチャ 
U アドレスブック 
@ Time Machine 
食 Safari 

み Remote Desktop Connection 
Qt QuickTime Player 
• Photo Booth 


6 0 0 



よ < 使 3 項目 
!M 7 イファイル 
巧 AirDrop 
B デスクトップ 
みアプリケーシヨン 

西》巧 

デバイス 

图 iDisk 


宙] ユーティ U ティ 

百 m . 幽|1「留叫 [o^r^zJ ? »| 


«11 4 »日 


AirMac ユーティリティ 
み AppleScript エディタ 

2011年5ち 
2011年5月 

W Audio MIDI 設定 

2011年6ち 

<v> Bluetooth ファイル巧巧 

2011年7月 

Boot Camp アシスタント 

2011年6月 

X ColorSync ユーティリティ 

2011年6月 

4 P Digits に olor Meter 

2011年6月 

み! Grapher 

2011年5月 

imi Java Preferences 

2011年6巧 

み Podcast Capture 

2011年6巧 

@ Podcast Publisher 

2011年6ち 

RAID ユーテイリテイ 

2011年7ち 

121 VoiceOver ユーテイリテイ 

2011年6ち 

図XII 

2011年7月 

m アクティビティモニタ 

2011年8月 


( D「Pioneer USB Audio Device 」 を選択する。 

④ 才ーデイオフアイルに合わせて、ビットレート/サンプリング周波数を選択する。 


③崎 



和⑤ 
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く各窓口へのお問い合わせの時のご注意 > 

「日12日」で始まる原!フ U - コールおよび®フ IJ - コールは、携帯電話 - PHS • —部の I P 電話 
などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 -PHS - I P 電話などからご利用可能ですび、通話輯びかかります。 
正確なご相談対応のために折り返しお電話をさせていただくことびございますので発信者番号の通知に 
ご協力いたださますよラお願いいたします。 


ご相談窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきますよラお願いいたします 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

参商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、±曜9:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 
■家庭用オーディオ/ビジュアル商品 IP 0120-944-222 一般電話044-已 72-8T02 

■ファックス 044-已 72-8] 03 

■インター ネッ トホームぺージ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただをますよラお願いいたします 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラかご確認 
ください。それでち正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

参お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付窓 □ 

受付時間月曜〜金曜9:3□〜18:00、 

±曜9:30〜12:00、13:00へ 

-17:00 (日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

■電話 

爲 0]20-已 -8102-8 

-般電話044-已 72-8 100 

■ファックス 

原！ 0120-5-81029 


■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair/ 

※家庭用オーディオ/ビジュアル商品はインターネットによる修理のお申し込みを受付けております 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18の0 (±曜-日曜-祝日-興社休業日は除く） 

■一般電話 

098-987-1 120 


■ファックス 

098-987-1 121 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、 U モコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、±曜9:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 
mmm IP 。]2。一已一8]。9已 一般電言舌。44-已72-8]。7 

■ファックス 。貧）0]20-已一8]09日 


平成23年7月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


V 0 L .04 已 


⑥2日]]パイオニア株式会社 禁無断転載 

干21 2-0031 神奈川県 j 11崎市幸区新ル倉1番1号 
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